
   

原町田中央通りの未来を考えよう 
主催：町田市 協力：町田市中心市街地活性化協議会 

 (第３回ワークショップのテーマ) 

原町田中央通りの空間像を具体化する。通りのあり方

や使い方を考える。 

 

楽しく回遊できる「町田らしい商店街」の実現に向けて、中心市街地のメインストリートの一つである原

町田中央通りを対象に、「通りでこんな風に過ごしたい」、「こんなことができたら良いな」などのアイデ

アを話し合い、みんなにとって良い通りの未来を描くために、2019 年 9 月 26 日（木）18:30～20:30 町田

まちづくり公社第１・第２会議室にて、第３回ワークショップを開催しました。 

 

第 3 回ワークショップの概要 

１．原町田中央通りの空間像の具体化  

  無電柱化に伴う街路整備の舗装イメージや、地上機器、街路灯の配置について、検討案を提示し、地上機器の

大きさや配置についての現地確認や意見交換を行いました。 

２．通りのあり方や使い方  

  将来の通りのあり方や使い方、今年度予定している社会実験について、情報提供と意見交換を行いました。 

ワークショップの様子 

 

 

 

 

 

 

 

 

次回の予定 

 第４回ワークショップでは、第３回に引き続き、通りのあり方や使い方について考えます。回遊・滞在したくなる通りにするため

に、使い方のルールや運用の仕組みの構築に向けて、実現手法の検討を進めて行く予定です。 

 

 

 

<お問い合わせ＞ 町田市地区街づくり課 042-724-4266 メール：mcity4090@city.machida.tokyo.jp。 

 

原町田中央通り 

WS 
ニュース vol.３ 

街路整備のデザイン案を囲んだ議論の様子 

第 4 回：10 月 28 日（月） 

第 5 回：1 月 28 日（火） 

 

現地での地上機器の大きさや配置の確認の様子 

※いずれも 18:30 から町田まちづくり公社地下第１会議室で行う予定です。 

4 回目以降からのご参加も可能ですので、下記までお問い合わせください。 



   

 意見交換まとめ 

１．デザイン案について 

●街路灯について 

・街路灯は、現状の位置に配置するのか。街路灯の数が多いとどうなるか。 

→通りの北側は現状の街路灯の位置に、無電柱化の管路が入る計画のため、

現状の位置には配置できない箇所もある。LED にすれば、光量が増すので、現

状より本数を少なくできる。中央通りの場合、店舗からの明かりもあるので、もう

少し街路灯の数は減らしても良いだろう。 

無電柱化でせっかく電柱が減るのに、街路灯の柱が多く建ち並ぶとすっきりし

ない。歩きやすさや維持費にも影響する。 

・店舗に加えて看板の明るさもあるので、街路灯の数は減らしても良いと感じる。 

・現状では、商店街で電気代（半額補助あり）を負担している。 

・街路灯が車の通行の邪魔にならないように配置して欲しい。 

・フットライトなど足元が明るい方が良い。 

・街路灯にバナーやフラワーバスケットをつけることもできるか。 

→管理体制が整っていれば設置可能。設置用のバーだけ付けておく例もある。 

・街路灯は UFO のように空中に浮いているような、消えたり、出てきたり、祭のと

きにはずしたり、使い方に合わせて変えられるようなデザインを考えて欲しい。 

・街路灯は等間隔に並んでいる方が良いか。 

→位置が揃っていれば、必ずしも規則的でなくても良いが、賑わいの連続性を

出すには、20～30ｍ間隔程度で配置できると良い。 

●車の進入抑制について 

・空間が広がると、大きな車両が入ってき

たり、スピードを出したりしないか。 

・道路線形をクランクやカーブにして、スピ

ードを抑制してはどうか。 

・車を制限して、通りの真ん中に、パラソル

を出してはどうか。以前やっていたが、ゴミ

の問題でやめてしまった。 

・高額だがライジングボラード（可動式車止

め）を設置して車の進入を止めてはどうか。 

・荷捌き施策も一体で考えるべき。 

●街路樹について 

・街路樹を植えられるか。 

→道路空間の中は難しいが、樹木の配置

はセットバック空間で市の用地になっている

ところに植えることは考えられる。 

・等間隔でなくても、休憩スペースの目印

になるように配置できると良い。 

・看板や照明が隠れないよう配慮が必要。 

●舗装整備について 

・セットバック空間も一体で整備で

きると良いが可能か。 

→市に移管していただいたところ

は、市で一体的に整備できる。 

→民地については、所有者の協

力が必要であるが、補助制度等

を活用できる可能性もある。 

●サインについて 

・まちの回遊を促すために、周辺施設を案

内する道標があると良い。 

・町田市全体の今やっているイベントや企

画展など、情報発信できるデジタルサイネ

ージがあると良い。 

・商店街の入口にゲートを設けてはどうか。 

・民間交番が情報発信の場になると良い。 

●無電柱化の地上機器について 

・思ったよりも大きい印象。 

・道路沿いに置くのは圧迫感がある。 

・ぽっぽ町田の門の内側に２つか３つ、フェ

ンスの脇に２つ、配置できるのではないか。 

●ベンチの配置について 

・高齢者のためにベンチが欲しい。50ｍお

きくらいにベンチがあると良い。 

 

２．通りや沿道空間のあり方について 

●連携 

・町田天満宮のお祭

りなど他のイベントに

合わせた使い方がで

きると良い。 

・周辺施設と一体で

使い方を考えるシス

テムづくりが必要。 

●賑わい創出等 

・空き店舗の前にキッチンカーが出せると良い。 

・中央通りならではの魅力を発信できると良い。 

・パブリックビューイング等スポーツで若者を集めてはどうか。 

・音楽も大事、振込詐欺防止のダメダメソングではイメージが良くない。 

●学生を呼び込む 

・子どもの時から町田で過

ごしてきたので、今も町田

に住んでいる。学生が安心

して過ごせる場があれば、

まちに愛着をもって、ずっと

永く町田に住んだり、訪れ

たりするようになるのでは。 

●活動の進め方 

・この活動自体を広めて、様々な立場の人の意見を聴くことが大事。 

・地権者にメリットのある仕組み構築を。容積緩和等制度説明が必要。 

 


